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金
に
つ
い
て
の
説
明
を

答　

福
祉
事
務
所
設
置
に
関

　
　

し
て
体
制
整
備
に
か
か

　
　

る
事
業
の
補
助
金
。
生

　
　

活
保
護
シ
ス
テ
ム
導
入

　
　

費
や
職
員
の
研
修
に
係

　
　

る
費
用
等
を
国
が
１
０

　
　

０
％
み
る
も
の
。

問　

新
設
す
る
福
祉
事
務
所

　
　

の
運
営
姿
勢
は
？

答　

不
正
受
給
が
な
い
よ
う

　
　

に
十
分
注
意
す
る
と
と

　
　

も
に
、
県
と
の
連
携
及

　
　

び
民
生
委
員
と
の
十
分

　
　

な
情
報
交
換
を
行
う
。

　
　

就
労
関
係
に
つ
い
て
は

　
　

本
人
と
協
議
し
な
が
ら

　
　

支
援
し
て
い
く
。

平成 25 年度の一般会計予算 24 億 7000 万円を修正可決！
町民一人当たり約８８万円に！　　　町民や保護者への十分な説明がなされていないとして給食施設設計業務委託料 924 万円を修正　

　
　
　

自
主
財
源

町税   1 億 5939 万 5000 円

分担金及び負担金 　　　  781 万 5000 円

使用料及び手数料 　　   4590 万 5000 円

財産収入          1424 万 9000 円

寄附金                       6000 円

繰入金          3950 万 4000 円

繰越金                    4450 万円

諸収入                    6014 万円　
　
　
　
　
　

依
存
財
源

地方譲与税                    2400 万円

利子割交付金                         30 万円

地方消費税交付金                    2100 万円

自動車取得税交付金                      300 万円

地方特例交付金                         10 万円

地方交付税           15 億 4400 万円

交通安全対策特別交付金                       1000 円

配当割交付金                         15 万円

株式等譲渡所得割交付金                           5 万円

国庫支出金   1 億 5014 万 9000 円

県支出金   1 億 9713 万 6000 円

町債             1 億 5860 万円

　　　　合　　　計           24 億 7000 万円

な
ど
の
算
定
が
難
し
か
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
比
較
的
抑
制

的
な
数
字
と
な
っ
た
よ
う
で

す
。

　

当
初
予
算
の
審
議
は
、
予

算
特
別
委
員
会
を
設
置
し

て
、
委
員
会
で
十
分
な
審
議

を
行
い
ま
し
た
。

給
食
施
設
設
計
業
務
委

託
料
を
認
め
ず

　

教
育
費
の
給
食
施
設
設
計

業
務
委
託
料
に
つ
い
て
疑
問

が
提
示
さ
れ
、「
小
値
賀
小

中
学
校
に
お
い
て
、
給
食
を

実
施
す
る
か
ど
う
か
で
保
護

者
の
意
見
も
二
分
さ
れ
て
い

る
段
階
で
あ
り
、
反
対
者
や

商
店
街
な
ど
へ
の
理
解
を
得

る
た
め
の
働
き
か
け
が
不
十

分
」
と
し
、
理
解
を
得
た
上

で
、
改
め
て
計
上
す
べ
き
と

し
て
、
予
算
特
別
委
員
会
は

一
部
修
正
し
可
決
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
本
会
議
に

お
い
て
委
員
長
の
報
告
の
と

お
り
、
平
成
25
年
度
一
般
会

計
予
算
を
修
正
可
決
し
、
特

別
会
計
は
全
て
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

   

３
月
５
日
か
ら
14
日
ま
で
の
10
日
間
の
会
期
で
平
成
25
年
第
１
回
定
例
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
主
な
議
案
は
本
年
度
の
当
初
予
算
案
で
、
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
慎
重
に
審
議

し
、
こ
れ
を
修
正
可
決
。
そ
の
他
、
24
年
度
補
正
予
算
５
件
、
条
例
案
18
件
、
そ
の
他
教
育

委
員
の
選
任
の
同
意
な
ど
合
計
35
件
の
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

町
長
は
、
施
政
方
針
で
今

後
、
観
光
振
興
に
関
す
る
動

き
が
加
速
す
る
見
通
し
で
あ

る
こ
と
、
航
路
対
策
に
取
り

組
む
こ
と
な
ど
を
表
明
し
ま

し
た
。

　

本
年
の
４
月
１
日
か
ら
県

内
の
町
で
は
初
め
て
の
福
祉

事
務
所
を
開
設
す
る
こ
と
、

畜
産
業
の
振
興
、
イ
ノ
シ
シ

対
策
、
世
界
遺
産
登
録
推
進

事
業
に
つ
い
て
の
方
針
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
懸け

ん
あ
ん案
の
医
師
２
名

体
制
の
確
立
が
実
現
し
そ
う

で
あ
る
こ
と
な
ど
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

当
初
予
算
の
審
議

　

３
月
の
定
例
会
の
中
心
は

当
初
予
算
の
審
議
で
す
。

　

本
年
度
の
予
算
案
は
、
国

会
で
の
補
正
予
算
の
審
議
及

び
新
年
度
の
予
算
審
議
が
大

幅
に
遅
れ
て
い
る
こ
と
で
、

地
方
交
付
税
や
国
庫
支
出
金

　

昨
年
の
一
般
会
計
当
初
予

算
の
合
計
は
32
億
４
５
０
０

万
円
で
し
た
の
で
、
平
成
25

年
度
と
比
較
し
て
、
７
億
７

５
０
０
万
円
の
減
額
と
な
り

ま
し
た
。
主
な
要
因
は
、
校

舎
建
設
が
終
わ
り
、
学
校
建

設
費
の
計
上
が
な
く
な
っ
た

こ
と
と
国
会
審
議
の
関
係
で

す
。

　

歳
入
に
関
す
る
主
な
質
疑

は
次
の
と
お
り
で
す
。

問　

町
税
の
徴
収
率
の
見
込

　
　

み
は
？

答　

昨
年
並
み
の
96
％
を
見

　
　

込
こ
ん
で
い
る
。

問　

保
育
料
負
担
金
が
１
０

　
　

０
万
円
増
額
と
な
っ
て

　
　

い
る
理
由
は
？

答　

現
時
点
の
入
所
児
は
42

　
　

名
で
24
年
度
当
初
よ
り

　
　

９
名
増
加
し
て
い
る
。

　
　

保
護
者
の
前
年
度
所
得

　
　

よ
り
計
算
し
計
上
し
た
。

問　

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

　
　

支
援
事
業
の
国
庫
補
助

平成 25 年度一般会計当初予算　歳入

　歳入

３月定例会
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●
農
業
用
燃
油
高
騰
対
策
事

業
費
補
助
金
（
１
１
２
万
円
）

　

水
産
業
の
燃
油
補
助
に
つ

い
て
は
数
年
前
か
ら
実
施
し

て
お
り
ま
す
が
、
燃
油
価
格

の
高
騰
で
農
業
従
事
者
も
厳

し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
農
業
用
途
で
使

用
さ
れ
る
重
油
と
軽
油
を
対

象
に
補
助
し
、
農
業
者
の
経

営
の
安
定
を
支
援
す
る
も
の

で
す
。

●
藻
場
再
生
関
連
事
業

（
３
１
５
万
５
０
０
０
円
）

　

藻
場
の
再
生
事
業
に
は
昨

年
度
以
上
に
取
組
を
強
化

し
、
藻
場
台
帳
作
成
事
業
、

ガ
ン
ガ
ゼ
の
駆
除
、
ア
マ
モ

の
増
殖
に
向
け
た
事
業
を
展

開
し
ま
す
。

　
　●

県
下
初
で
あ
る
「
町
」
が

設
置
す
る
福
祉
事
務
所
が
４

月
１
日
開
設
！

　

九
州
で
も
あ
ま
り
例
を
見

議会費 　　　 5956 万 9000 円

総務費 　3 億 5625 万 8000 円

民生費               4 億 2681 万円

衛生費    2 億 5005 万 1000 円

農林水産業費    3 億 9624 万 2000 円

商工費                     7307 万円

土木費    1 億 9883 万 9000 円

消防費           8623 万 7000 円

教育費    2 億 4552 万 9000 円

災害復旧費                        8000 円

公債費    3 億 4183 万 6000 円

諸支出金                     2000 万円

予備費           1555 万 1000 円

　合　　計 　　　  24 億 7000 万円

な
い
「
町
」
が
設
置
す
る
福

祉
事
務
所
を
県
内
で
初
め
て

本
町
に
開
設
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

住
民
課
に
併
設
す
る
か
た

ち
で
設
置
し
ま
す
が
、
円
滑

な
運
用
を
期
待
す
る
も
の
で

す
。
な
お
、
費
用
は
特
別
交

　歳出（目的別）

平成 25 年度一般会計当初予算　歳出（目的別）

付
税
で
充
て
ら
れ
ま
す
が
、

安
定
財
源
を
目
指
し
、
普
通

交
付
税
で
の
交
付
を
県
や
国

に
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

本
年
度
か
ら
本
町
に
福
祉
事
務
所
開
設

　
　
　
　
　
　
　

福
祉
関
連
事
業
を
よ
り
身
近
に

　農業者にも支援拡大（農業用燃油高騰対策）

　　　　　” 藻場復活は我が町の生命線”
　　　　　　　　　　　　　藻場再生に力を注ぐ

　平成 25 年度各特別会計予算の合計は
　　　　　　　　　　16 億 5218 万 8000 円

●
５
０
０
０
円
で
６
０
０
０

円
分
の
買
い
物
が
出
来
る
！

し
ま
共
通
地
域
通
貨
実
施
事

業
に
７
０
０
万
円

　

対
馬
市
や
五
島
市
や
小
値

賀
町
な
ど
県
内
の
島
の
観
光

事
業
促
進
を
目
指
し
て
企
画

さ
れ
た
も
の
で
、
１
セ
ッ
ト

６
０
０
０
円
分
の
し
ま
と
く

通
貨
が
５
０
０
０
円
で
換
券

で
き
る
も
の
で
す
。
１
人
で

３
万
円
分
ま
で
換
券
出
来
ま

す
か
ら
最
高
６
０
０
０
円
の

得
と
な
り
ま
す
。
有
効
期
限

は
換
券
か
ら
半
年
間
で
す
。

　

こ
の
事
業
は
観
光
客
の
増

加
や
買
い
物
意
欲
を
刺
激
し

島
経
済
の
活
性
化
を
図
る
と

い
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
「
し
ま
と
く
通
貨
」

が
使
え
る
の
は
、
あ
ら
か
じ

め
登
録
さ
れ
た
お
店
や
旅

館
、
個
人
や
事
業
所
な
ど
に

な
り
ま
す
。
関
心
の
あ
る
方

は
是
非
問
い
合
わ
せ
を
（
総

務
課
）。

●
尼
忠
東
店
復
活
事
業
に

２
１
０
万
円

　

旧
尼
忠
東
店
が
町
に
寄
贈

さ
れ
、
改
修
保
存
す
る
こ
と

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

昭
和
初
期
の
雰
囲
気
を
残

し
な
が
ら
、
町
民
が
気
軽
に

利
活
用
で
き
る
よ
う
な
集
い

の
場
所
に
す
る
こ
と
な
ど
が

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
そ
の
他
、
新
た
な
事
業
の

う
ち
主
な
も
の

①
山
羊
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
整
備

事
業
に
70
万
円

　

西
目
地
区
に
あ
る
耕
作
放

棄
地
を
利
用
し
、
藪
路
木
島

な
ど
で
捕
獲
し
た
山
羊
の
育

成
の
為
の
中
間
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
設
け
、
約
30
頭
を
飼
育

し
て
販
売
予
定
。

国民健康保険事業特別会計
予算総額４億 6706 万円（前年度比　66 万円増）

《主な歳入》

国庫支出金　　　　1 億 1943 万 4000 円

前期高齢者交付金　1 億 1677 万 1000 円

国民健康保険税　　　　8752 万 7000 円

《主な歳出》

保険給付費　　　　2 億 8301 万 5000 円

共同事業拠出金　　　　6582 万 2000 円

後期高齢者支援金　　　5797 万 1000 円

し
ま
共
通
地
域
通
貨
４
月
１
日
か
ら
実
施

　
　
　
　
　
　
　
　

尼
忠
東
店
を
修
復
し
活
用

介護保険事業特別会計
予算総額 3億 9800 万円（前年度比　2130 万円増）

《主な歳入》

国庫支出金　　　　1 億 1674 万 3000 円

支払基金交付金　　1 億 1488 万 6000 円

保険料　　　　　　　　4930 万 5000 円

《主な歳出》

保険給付費　　　　          3 億 7775 万円

地域支援事業費　　　　1606 万 1000 円

②
離
島
流
通
効
率
化
、
コ
ス

ト
改
善
事
業
に
３
５
０
万
円

　

農
作
物
の
海
上
輸
送
コ
ス

ト
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

③
新
規
イ
ノ
シ
シ
発
生
地

区
生
息
環
境
調
査
事
業
に

５
６
０
万
円

　
　
　

④
愛
宕
山
園
地
ト
イ
レ
整
備

事
業
に
２
２
１
万
円
（
県
の

事
業
費
の
４
分
の
１
負
担
）

⑤
唐
見
崎
浮
桟
橋
機
能
保
全

工
事
に
４
０
０
０
万
円

藻場再生調査特別委員会によるアマモ植え付け作業

修復し活用予定の尼忠東店
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後期高齢者医療事業特別会計

渡船事業特別会計

下水道事業特別会計

国民健康保険診療所特別会計

予算総額 4266 万 8000 円（前年度比　116 万 8000 円増）

《主な歳入》

繰入金　　　2128 万 6000 円

後期高齢者医療保険料　1998 万 6000 円

《主な歳出》

分担金及び負担金　4050 万 8000 円

総務費　　　　         213 万 8000 円

簡易水道事業特別会計

《主な歳入》

国庫支出金　   2550 万 8000 円

繰入金　　　　          2000 万円

渡船事業収入　  798 万 8000 円

《主な歳出》

渡船事業費　5725 万 3000 円

公債費　　　  178 万 1000 円

予算総額 5940 万円（前年度比　100 万円増）

予算総額  8580 万円（前年度比　210 万円減）

《主な歳入》

事業収入　5302 万 9000 円

繰入金　　　       3177 万円

《主な歳入》

繰入金　　1 億 4482 万 4000 円

事業収入　　               2441 万円

《主な歳入》

診療収入　3 億 1274 万 5000 円

繰入金　                  　7600 万円

町債　　                  　1590 万円 

《主な歳出》

公債費    4691 万 1000 円

総務費　3848 万 9000 円

《主な歳出》

公債費　   1 億 3706 万 8000 円

総務費　　　　3385 万 3000 円

《主な歳出》

医業費　2 億 2510 万 5000 円

総務費　1 億 9502 万 3000 円

公債費             638 万 4000 円

予算総額  1 億 7123 万 4000 円（前年度比　506 万 6000 円減）

予算総額  4 億 2800 万円（前年度比　3070 万円減）

条例 ・同意

今
回
の
定
例
会
に
は
18
の
条
例
案
と

　
　
　
　
　
　
　

教
育
委
員
の
任
命
の
同
意
案
件
な
ど
３
件
が
提
出
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
ず
れ
も
原
案
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

●
小
値
賀
町
し
ま
共
通
地
域
通
貨
換
金
準
備
基
金
条
例

　

プ
レ
ミ
ア
付
地
域
通
貨
事
業
が
実
施
の
た
め
の
基
金
新
設
。

●
小
値
賀
町
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
指
定

　

に
係
る
入
所
定
員
等
に
関
す
る
条
例

　

も
と
も
と
省
令
で
定
め
て
い
た
基
準
を
今
回
条
例
化
。

●
小
値
賀
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、

　

設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例

　

も
と
も
と
省
令
で
定
め
て
い
た
基
準
を
今
回
条
例
化
。

●
小
値
賀
町
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業

　

の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域
密
着
型
介
護

　

予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支

　

援
の
方
法
の
基
準
に
関
す
る
条
例

　

も
と
も
と
省
令
で
定
め
て
い
た
基
準
を
今
回
条
例
化
。

●
小
値
賀
町
町
道
の
構
造
の
技
術
的
基
準
に
関
す
る
条
例

　

全
国
一
律
か
ら
地
域
の
状
況
に
応
じ
て
条
例
を
定
め
る
。

●
小
値
賀
町
に
お
け
る
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円

　

滑
化
の
た
め
に
必
要
な
町
道
の
構
造
の
基
準
に
関
す
る
条

　

例

　

実
情
に
あ
っ
た
基
準
を
設
け
る
事
に
。

●
小
値
賀
町
町
道
に
設
け
る
道
路
標
識
の
寸
法
に
関
す
る
条

　

例

　
「
案
内
標
識
」「
警
戒
標
識
」「
補
助
標
識
」
の
寸
法
規
定
。

●
小
値
賀
町
町
営
住
宅
及
び
共
同
施
設
の
整
備
基
準
に
関
す

　

る
条
例

　

実
情
に
あ
っ
た
公
営
住
宅
の
整
備
の
た
め
の
条
例
制
定
。

※離島運賃割引制度により、４月１日以降、運賃が 200 円を超えた額について国、県の補助が出る      

　ことになりました。現行では大人片道、六島 420 円、野崎 500 円、大島 270 円、納島 210 円ですが、

　いずれも乗客負担額は 200 円となります。

●
小
値
賀
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
本
部
条
例

　

平
成
24
年
５
月
に
制
定
さ
れ
た
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

等
対
策
特
別
措
置
法
」
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
本

　

町
で
も
対
策
本
部
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

　

事
に
よ
り
、新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
が
発
生
し
た
場
合
、

　

町
長
を
本
部
長
と
す
る
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

●
小
値
賀
町
屋
外
広
告
物
条
例

　

平
成
22
年
よ
り
景
観
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
が
、
屋
外
の

　

広
告
物
は
景
観
を
構
成
す
る
大
き
な
要
素
で
あ
る
こ
と
か

　

ら
、
長
崎
県
の
「
屋
外
計
画
区
域
」
に
基
づ
く
権
限
委
譲

　

か
、
も
し
く
は
町
独
自
で
の
条
例
の
制
定
に
よ
る
選
択
を

　

す
る
必
要
が
あ
り
、
長
崎
県
の
屋
外
広
告
物
条
例
で
は
、

　

本
町
の
実
情
と
規
模
か
ら
内
容
が
そ
ぐ
わ
な
い
事
か
ら
、

　

町
独
自
の
条
例
を
定
め
ま
し
た
。

●
小
値
賀
町
準
用
河
川
に
設
け
る
河
川
管
理
施
設
等
の
構
造

　

の
技
術
的
基
準
に
関
す
る
条
例

　

準
用
河
川
に
お
け
る
工
作
物
の
構
造
に
つ
い
て
技
術
基
準

　

が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。
本
町
に
お
け
る
準
用
河
川
は
、
笛

　

吹
郷
の
「
笛
吹
川
」
浜
津
郷
の
「
八
龍
川
」
及
び
前
方
郷

　

の
「
筒
井
川
」
の
み
で
す
。

新
た
に
制
定
し
た
条
例

屋外広告物の一例



小値賀町議会だより第 83 号（9） 小値賀町議会だより第 83 号（8）

平成 24年度一般会計補正予算 （第 6号）

歳入歳出それぞれ 190 万円を追加し、予算総額を 33 億 2381 万円に !

《主な歳入補正》

　財産収入　              1191 万 6000 円減額

　町債　　　                           820 万円　

　国庫支出金　             521 万 5000 円

　使用料及び手数料　             384 万円

　　　　

　《主な歳出補正》

　総務費　　　　2640 万 9000 円

　農林水産業費　1215 万 8000 円減額　

   民  生  費　  　    968 万 2000 円

　衛  生  費 　　     895 万 5000 円減額

　商  工  費　 　     496 万 1000 円減額

　消  防  費 　 　    421 万 6000 円減額

　災害復旧費　   　191 万 5000 円減額

平成 24 年度特別会計補正予算

国民健康保険事業特別会計補正予算（第 2号）

歳入歳出それぞれ 2510 万円を追加し、予算総額をそれぞれ 4億 9700 万円に !

《主な歳入補正》　　　　　　　　　　　　　　                        

国庫支出金　　   2118 万 7000 円

県支出金　　　　 616 万 2000 円減額　        

共同事業交付金　524 万 6000 円　 　 　　　

《主な歳出補正》

保険給付費　　   1947 万 4000 円

共同事業拠出金　  408 万 6000 円減額

介護保険事業特別会計補正予算（第２号）

　　　歳入歳出それぞれ 243 万円を減額し、予算総額をそれぞれ 3億 8549 万 5000 円に！ 

渡船事業特別会計補正予算（第 3号）

歳入歳出それぞれ 133 万 8000 円を減額し、予算総額をそれぞれ 5920 万 6000 円に！ 

《主な歳入補正》

繰入金　　　　　223 万 9000 円

支払基金交付金　191 万 1000 円減額

県支出金　　　　173 万 9000 円減額

≪主な歳出補正≫

保険給付費     　  239 万 8000 円減額

地域支援事業費　　　　  23 万円減額

　国民健康保険診療所特別会計補正予算（第 2号）
歳入歳出それぞれ 2367 万 6000 円を減額し、予算総額をそれぞれ 4億 3992 万円に！ 

《主な歳入補正》

診療収入　　　 1900 万円減額

繰入金　　717 万 6000 円

《主な歳出補正》

医業費　2180 万 4000 円減額

総務費　  187 万 2000 円減額

《主な歳出補正》

渡船事業費　133 万 8000 円減額

《主な歳入補正》

繰入金　　　　　　　81 万円減額

渡船事業収入　46 万 8000 円減額

❐
小
値
賀
町
有
雌
牛
貸
付
事
業
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

町
内
の
有
畜
農
家
の
普
及
及
び
和
牛
の
改
良
と
増
頭
を
推

　

進
す
る
た
め
、
優
良
牛
の
導
入
に
あ
た
り
、
町
有
雌
牛
の

　

貸
付
制
度
を
緩
和
し
、
一
農
家
当
た
り
５
頭
以
内
の
貸
付

　

枠
を
10
頭
以
内
に
拡
大
す
る
も
の
で
す
。

❐
小
値
賀
町
葬
斎
場
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
改
正

　

独
居
高
齢
者
及
び
施
設
入
所
者
等
の
死
亡
し
た
際
、
自
宅

　

が
使
用
で
き
な
い
状
況
が
あ
っ
た
の
が
、
斎
場
の
お
通
夜

　

使
用
に
係
る
条
例
を
追
加
す
る
こ
と
に
よ
り
使
用
可
能
に

　

な
り
ま
し
た
。
使
用
料
は
一
夜
３
万
円
で
す
。

❐
小
値
賀
町
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正

　

許
可
対
象
物
に
太
陽
光
発
電
や
津
波
避
難
施
設
を
追
加

❐
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

55
歳
以
上
の
職
員
給
与
水
準
を
引
下
げ
る
も
の
。

❐
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
て
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

毎
月
定
額
支
給
か
ら
従
事
日
数
支
給
に
す
る
も
の
。

❐
小
値
賀
町
各
種
委
員
等
報
酬
及
び
費
用
弁
償
の
一
部
改

　

正　

　

各
臨
時
職
員
の
契
約
方
法
に
基
準
を
設
け
ま
し
た
。

❐
小
値
賀
町
立
小
中
学
校
設
置
条
例
の
一
部
改
正

　

新
校
舎
建
設
に
よ
り
中
学
校
の
住
所
を
変
更
す
る
も
の
。

◆
小
値
賀
町
漁
民
研
修
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

　

つ
い
て

　

現
在
宇
久
小
値
賀
漁
協
に
委
託
管
理
し
て
い
る
「
小
値
賀

　

町
漁
民
研
修
セ
ン
タ
ー
」
の
管
理
を
、
宇
久
小
値
賀
漁
協

　

に
指
定
管
理
者
と
し
て
指
定
す
る
も
の
で
す
。

◆
長
崎
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団

　

体
の
数
の
減
少
に
つ
い
て

　

教
育
委
員
が
昨
年
10
月
か
ら
１
名
欠
員
に

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
小
金
丸
梅

夫
さ
ん
を
任
命
す
る
こ
と
に
議
会
は
同
意
し

ま
し
た
。

　

小
金
丸
さ
ん
は
東
京
農
業
大
学
卒
業
後
、

国
際
協
力
機
構（JICA

）に
入
り
、ア
メ
リ
カ
、

ペ
ル
ー
な
ど
、
多
く
の
海
外
で
の
経
験
を
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

持
ち
で
あ
り
、

　

教
育
に
も
熱
心

　

な
方
で
す
。

　
　

任
期
は
４
年

　

で
す
。
ご
活
躍

　

を
期
待
い
た
し

　

ま
す
。

小値賀町教育委員任命の同意

小金丸梅夫氏

改
正
さ
れ
た
条
例

そ
の
他

新しい小中学校校舎内の自由な空間



　

相
次
い
で
の
大
賞
受
賞
を

　
　
　
　

さ
ら
な
る
活
性
化
に
つ
な
げ
る
べ
き

担
い
手
公
社
を
中
心
に

　
　
　
　
　
　
　
　

取
り
組
む

　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
町
長
）

　

こ
の
度
、
豊
か
な
む
ら
づ

く
り
大
賞
農
林
大
臣
賞
及
び

地
域
づ
く
り
総
務
大
臣
表
彰

を
相
次
い
で
受
賞
し
た
。

　

町
と
町
民
が
手
を
携

た
ず
さ

え

合
っ
て
い
る
結
果
で
あ
り
、

交
流
人
口
の
増
加
と
観
光
収

入
の
増
加
は
町
の
活
性
化
に

繋
が
る
と
思
う
。

　

今
後
は
、
特
産
品･

土
産

品
等
、
開
発･

製
造
販
売
に

積
極
的
に
取
り
組
み
、
観
光

に
よ
る
収
入
の
増
加
を
図
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

観
光
産
業
と
農
漁
業
と
の

融
合
に
よ
る
活
性
化
の
方
策

に
つ
い
て
町
長
の
考
え
を
伺

う
。

【
答
】
西
町
長

　

現
在
の
民
泊
の
実
情
は
自

然
体
験
に
重
き
を
お
い
た
も

の
で
、
本
格
的
な
農
漁
業
体

験
の
形
に
は
な
っ
て
い
ま
せ

ん
。

　

厳
し
い
農
漁
業
経
営
の
中

で
、
生
活
の
安
定
と
生
き
が

い
に
繋
が
る
可
能
性
は
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
今
後

関
係
団
体
と
の
話
合
い
や
情

報
交
換
の
場
を
設
け
て
い
き

【
答
】
西
町
長

　

し
ま
と
く
通
貨
の
事
業
に

つ
い
て
は
、
商
店
街
や
飲
食

店
・
宿
泊
業
者
や
ア
イ
ラ
ン

ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
等
と
話

し
合
い
を
持
ち
な
が
ら
活
性

化
に
活
か
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ち
か
ま
る
君
の
活
用
に
つ

い
て
は
小
値
賀
町
を
宣
伝
す

る
の
に
効
果
的
で
あ
り
、
25

年
度
に
作
り
変
え
る
よ
う
予

算
措
置
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
小
値
賀
町
の
Ｐ

Ｒ
の
た
め
に
活
用
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

【
問
】
松
屋
議
員

　

県
内
の
離
島
の
市
町
が
、

島
の
消
費
促
進
を
目
的
に
共

通
の
し
ま
通
貨
を
発
行
す
る

事
業
が
４
月
か
ら
始
ま
る
。

　

観
光
ル
ー
ト
や
特
産
品
・

土
産
品
等
の
商
品
開
発
な
ど

通
貨
事
業
を
活
か
す
為
の
取

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　

ま
た
、
２
０
１
３
年
の
ゆ

る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
に
お

い
て
県
内
一
位
に
な
っ
た

「
ち
か
ま
る
君
」
の
積
極
的

な
活
用
方
法
に
つ
い
て
、
町

長
の
考
え
を
伺
う
。

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
土
産
品
開
発
や
観

光
推
進
の
た
め
、
地
域
の
農

作
物
を
活
用
し
た
商
品
開
発

や
、
六
次
産
業
化
に
向
け
て

販
路
拡
大
Ｐ
Ｒ
事
業
を
進
め

な
が
ら
一
方
で
、
観
光
事
業

に
従
事
で
き
る
観
光
ガ
イ
ド

の
育
成
な
ど
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
、
各
種
の
団
体
と
の

連
絡
調
整
や
法
律
等
の
規
制

緩
和
要
求
や
人
材
育
成
な
ど

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
と

し
て
は
公
衆
ト
イ
レ
の
水
洗

化
や
改
修
、
景
観
に
お
い
て

は
枯
れ
松
の
伐
採
の
予
算
措

置
、
更
に
船
便
の
改
善
に
務

め
て
い
き
ま
す
。

松屋治郎議員

　

中
国
か
ら
飛
来
す
る
Ｐ
Ｍ
2.5
に
対
す
る

　
　

具
体
的
取
り
組
み
と
し
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
設
置
を
！

県
と
調
整
し
な
が
ら
検
討

　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
町
長
）

　

長
崎
県
で
は
、
平
成
24
年

４
月
よ
り
、
諫
早
局
、
壱
岐

局
、
佐
世
保
福
石
局
、
佐
世

保
大
塔
局
の
４
か
所
で
観
測

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

報
道
で
は
、
最
近
長
崎
市

が
独
自
で
観
測
器
を
設
置
し

た
そ
う
で
す
。

　

ま
だ
国
か
ら
具
体
的
な
対

応
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は

示
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

３
月
８
日
に
県
内
の
全
市
町

に
向
け
て
の
連
絡
会
議
が
開

催
さ
れ
、
大
量
発
生
し
た
場

合
の
対
応
の
方
向
性
が
示
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま

す
。

　
　
　

観
測
局
か
ら
の
デ
ー

　
　

タ
を
基
に
、
県
か
ら
の

　
　

注
意
報
、
警
報
等
の
発

　
　

令
に
よ
り
外
出
を
控
え

　
　

た
り
、
外
出
時
の
マ
ス

　
　

ク
の
着
用
な
ど
を
町
の

　
　

防
災
無
線
で
呼
び
か
け

　
　

る
事
に
な
る
と
思
い
ま

　
　

す
。

【
問
】
近
藤
議
員

　

年
度
末
を
迎
え
る
こ
の
時

期
に
枯
れ
松
の
伐
採
処
理
が

進
ん
で
い
な
い
場
所
が
見
う

け
ら
れ
る
。

　

現
在
の
作
業
状
況
及
び
今

後
の
計
画
を
伺
う
。

近藤育雄議員

   

中
国
か
ら
の
汚
染
物
質
、

Ｐ
Ｍ
2.5
で
す
が
、
今
後
懸
念

さ
れ
る
健
康
被
害
に
つ
い
て

町
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考

え
て
い
る
の
か
伺
う
。

　

今
後
も
汚
染
物
質
の
飛
来

が
予
想
さ
れ
る
。
飛
来
を
感

知
す
る
セ
ン
サ
ー
等
を
町
内

に
設
置
す
る
考
え
は
な
い
か

伺
う
。

　

ま
た
、
県
等
か
ら
の
情
報

が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
防
災
無

線
な
ど
で
町
民
に
知
ら
せ
る

方
法
に
つ
い
て
の
計
画
は
無

い
の
か
伺
う
。

【
答
】
西
町
長

　

独
自
の
具
体
的
な
対
策

は
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
あ

り
ま
せ
ん
。

【
答
】
西
町
長

　

被
害
木
の
伐
採
処
理
を

24
年
度
に
お
い
て
、
町
単

独
事
業
と
し
て
一
般
財
源

２
１
７
万
円
を
投
入
し
、
６

月
ま
で
に
３
４
７
本
の
処
理

を
完
了
し
て
い
ま
す
。

　

な
が
さ
き
森
林
環
境
税
を

活
用
し
て
の
「
ふ
る
さ
と
の

森
林
再
生
事
業
」
で
同
様
の

処
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
約
３
０
０
本
の
処
理

が
完
了
し
、
今
後
の
見
込
み

と
し
て
約
２
５
０
本
程
度
の

松
く
い
虫
被
害
木
の
処
理
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

25
年
度
に
お
い
て
も
、
保

全
松
林
緊
急
保
護
整
備
事
業

等
に
お
い
て
、
24
年
度
同
規

模
の
予
算
措
置
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
24
年
度
に
処
理
で

き
な
か
っ
た
積
み
残
し
に
つ

い
て
も
、
こ
の
事
業
で
取
り

組
む
計
画
で
す
。

　

今
後
も
観
察
を
続
け
、
処

理
計
画
を
立
て
て
ま
い
り
ま

す
。

これを提案！ ここが聞きたい！いっぱんしつもん

小値賀町議会だより第 83 号（11）
小値賀町議会だより第 83 号（10）

平成 25 年第１回定例会において２人の議員が登壇し、体

験型観光を活かした小値賀の活性化策についてと今話題に

なっているＰＭ 2.5 への本町の具体的対策などについて、町

長に質
ただ

しました。

し
ま
通
貨
事
業
を
活
か
す
取
り
組
み
は
？

枯れ松伐採処理の現状は？

今後とも継続して

　伐採処理していく　（西町長）

関
係
者
と
話
し
合
い
を
持
っ
て
・
・
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
町
長
）

黄砂によりかすみがかかった笛吹港



　

議
案
は
次
の
２
つ
で
い
ず
れ
も
原
案
可
決
し
ま

し
た
。

　

補
正
予
算
案
の
中
に
は
、
昨
年
12
月
の
定
例
会

で
、
公
益
性
の
基
準
や
補
助
金
要
綱
の
不
備
な
ど

の
理
由
で
減
額
修
正
さ
れ
て
い
た
「
漁
協
の
雨
漏

り
修
理
補
助
金
」
が
同
額
（
３
０
０
万
円
）
計
上

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
補
助
金
要
綱
の
整
備
な

ど
が
出
来
た
こ
と
と
、
厳
し
い
漁
業
の
現
実
を
勘

案
し
て
、
補
正
予
算
案
を
原
案
可
決
し
ま
し
た
。

　

本
格
的
な
地
方
分
権
が

進
め
ら
れ
て
い
る
こ
の
時

期
、
町
民
を
代
表
す
る
立
場

に
あ
る
町
議
会
は
、
課
題
を

抽ち
ゅ
う
し
ゅ
つ

出
し
、
町
全
体
と
し
て

の
意
思
や
考
え
を
集
約
す
る

と
い
う
役
割
を
十
分
に
果
た

す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

議
員
個
人
と
し
て
町
民
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
う
こ
と

は
日
頃
か
ら
あ
る
の
で
す
が
、

議
会
全
体
と
し
て
の
取
り
組

み
、
即
ち
住
民
参
加
型
の
議

会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

未
だ
具
体
的
な
形
に
は
な
っ

て
い
ま
せ
ん
。

　

今
後
は
、
議
会
と
い
う
組

織
と
し
て
住
民
の
皆
さ
ん
と

の
関
わ
り
を
よ
り
多
く
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
、
そ
し
て

開
か
れ
た
議
会
、
住
民
参
加

の
議
会
に
し
て
い
く
た
め
の

取
り
組
み
を
小
値
賀
町
議
会

は
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
貫
と
し
て
前
年
と

同
様
に
議
会
の
報
告
会
と
意

見
交
換
を
兼
ね
て
「
出
前
議

会
」
を
開
催
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。

　

先
日
、
本
年
の
第
１
回
定

例
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
25

年
度
の
当
初
予
算
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
当
初
予
算
は
本
年

度
の
町
政
の
青
写
真
で
も
あ

り
ま
す
。

　

出
前
議
会
で
は
、
今
年
は
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
計
画
し

て
い
る
の
か
、
問
題
点
は
な

い
の
か
な
ど
を
問
い
質た

だ

し
た

議
会
で
の
審
議
内
容
と
共
に

予
算
の
概
要
と
昨
年
度
の
議

会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
報

告
し
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
議
員
を
３
班
に

分
け
、
３
月
16
日
か
ら
３
月

23
日
ま
で
手
分
け
し
て
回
り

ま
し
た
。

　

各
地
区
で
は
忙
し
い
さ
な

か
、
ま
た
、
夜
間
開
催
な
の

で
ご
不
便
の
中
を
多
く
の
方

が
ご
参
集
頂
き
、
議
会
の
報

告
に
耳
を
傾
け
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

こ
こ
ろ
よ
り
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

議
会
に
対
す
る
注
文
や
、

将
来
の
小
値
賀
の
た
め
の
活

性
化
策
に
つ
い
て
熱
心
な
意

見
交
換
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
後
今
回
の
ま
と

め
を
行
い
、
町
政
に
活
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
年
に
１
回

は
こ
う
し
た
議
会
報
告
会
を

開
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

小値賀町議会だより第 83 号（12）小値賀町議会だより第 83 号（13）

前
期
の
委
員
会
の
任
期
が
迫
り
ま
し
た
。

　

各
委
員
長
に
こ
の
二
年
間
の
取
り
組
み
を
振
り
返
って
も
ら
い
ま
す
。

平成 25 年第１回臨時議会

総
務
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
委
員
長　

宮
﨑
良
保

産
業
建
設
常
任
委
員
会
委
員
長　

土
川
重
佳

広
報
常
任
委
員
会
委
員
長　

伊
藤
忠
之

今年も出前議会を実施

小値賀の課題は？　夢のある未来とは？

　

当
初
は
西
目
焼
却
炉
の
延

命
方
策
と
し
て
の
生
ゴ
ミ
問

題
に
着
手
し
ダ
ン
ボ
ー
ル
・

コ
ン
ポ
ス
ト
の
活
用
に
よ
り

生
ゴ
ミ
を
出
さ
な
い
よ
う
調

査
研
究
を
し
て
き
ま
し
た
が

途
中
か
ら
所
管
が
産
業
建
設

常
任
委
員
会
に
移
行
し
ま
し

た
。

　

次
に
自
然
環
境
保
護
の
問

題
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

野
崎
島
東
側
が
鹿
の
食
害

に
よ
り
荒
廃
し
て
お
り
、
植

物
の
生
息
が
厳
し
い
状
況
で

あ
る
こ
と
が
判
明
。
多
方
面

に
お
い
て
調
査
研
究
を
継
続
　

本
委
員
会
の
２
年
間
の
取

組
は
、
第
一
次
産
業
の
振
興

を
中
心
に
第
六
次
産
業
化
を

視
野
に
お
い
た
調
査
研
究
で

し
た
。

　

加
工
処
理
・
施
設
・
冷
凍

冷
蔵
施
設
な
ど
を
調
査
し
ま

し
た
が
、
加
工
品
を
作
る
ま

で
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

小
値
賀
町
に
は
お
土
産
が

少
な
い
と
言
う
観
点
か
ら
落

花
生
生
産
に
関
し
て
担
い
手

し
て
お
り
、
現
在
、
自
然
再

生
事
業
に
つ
い
て
対
策
を
研

究
中
で
す
。

　

ま
た
、
旧
小
値
賀
中
学
校

校
舎
の
利
活
用
に
つ
い
て
幅

広
く
検
討
し
ま
し
た
が
グ
ラ

ウ
ン
ド
が
生
徒
の
体
育
授
業

に
使
用
す
る
た
め
、
自お

の

ず
と

利
用
に
制
限
が
あ
る
こ
と
な

ど
で
断
念
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
い
く
つ
か
の
課
題

に
取
り
組
み
ま
し
た
が
、
委

員
会
の
任
期
が
２
ヵ
年
で
あ

る
事
か
ら
具
体
的
な
形
ま
で

に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

本
年
５
月
に
新
た
に
編
成

さ
れ
る
委
員
会
へ
、
事
務
の

引
継
ぎ
を
行
な
っ
て
調
査
の

継
続
を
し
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

こ
の
２
ヵ
年
小
値
賀
の
課

題
に
対
し
て
の
調
査
研
究
を

一
緒
に
な
っ
て
活
動
し
て
頂

い
た
委
員
に
感
謝
し
ま
す
。

　
公
社
の
取
組
み
を
調
査
し
ま

し
た
が
、
品
質
・
味
な
ど
に

も
、
ま
だ
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
の
取
組
と
し
て
作
付

面
積
の
拡
大
、
品
質
の
向
上

に
注
視
し
て
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

　

イ
ノ
シ
シ
駆
除
に
つ
い
て

は
、
平
成
24
年
12
月
に
実
施

し
ま
し
た
が
、
一
頭
の
駆
除

に
も
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

次
の
新
編
成
の
委
員
会
の

　

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
す

た
め
の
重
要
な
役
割
の
一
つ

を
担
っ
て
い
る
の
が
こ
の
議

会
だ
よ
り
で
す
。

　

目
標
を
「
伝
え
る
広
報
」

か
ら
「
伝
わ
る
広
報
」
へ
と

し
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
、
少

し
で
も
分
か
り
や
す
く
、
一

刻
で
も
早
く
手
に
と
っ
て
頂

く
こ
と
を
心
が
け
て
紙
面
作

り
に
励
み
ま
し
た
。

　

審
議
さ
れ
た
予
算
の
特
徴

や
主
な
質
疑
、
一
般
質
問
な

ど
、
各
定
例
会
、
臨
時
会
、

委
員
会
の
内
容
や
議
会
の
考

え
方
な
ど
を
、
出
来
る
だ
け

読
み
や
す
く
お
伝
え
す
る
た

め
に
こ
れ
ま
で
編
集
作
業
を

行
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

議
員
だ
け
で
総
て
の
編
集

作
業
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

力
不
足
で
、
出
来
映
え
に
ご

不
満
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

議
会
運
営
委
員
会
委
員
長　

小
辻
隆
治
郎

　

議
会
運
営
委
員
会
の
仕
事

は
、
定
例
会
の
会
期
決
定
や

議
事
の
進
め
方
な
ど
本
会
議

に
関
す
る
こ
と
と
会
議
規
則

に
関
す
る
こ
と
が
主
な
も
の

で
す
。

　

会
議
の
進
め
方
に
つ
い
て

は
、
従
来
の
や
り
方
を
少
し

ず
つ
実
情
に
あ
っ
た
形
で
変

更
し
て
い
ま
す
。

　

本
会
議
で
の
発
言
に
つ
い

て
は
、
一
括
質
問
形
式
か
ら

１
問
１
答
方
式
へ
変
更
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
随
時
、
審
議
段
階

で
、
議
案
に
よ
っ
て
は
、
自

由
討
議
を
行
い
、
議
員
間
の

意
見
の
交
換
が
で
き
る
よ
う

に
し
て
お
り
ま
す
。

　

夜
間
議
会
は
６
月
、
９
月

の
年
２
回
実
施
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　

自
治
法
の
改
正
も
あ
り
、

委
員
会
に
お
い
て
も
、
公
述

人
、
参
考
人
と
し
て
民
間
か

ら
意
見
聴
取
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
委
員
会
条
例
を
変

更
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
２
年
間
を
振
り
返
り

ま
し
た
が
、
さ
ら
な
る
議
会

活
性
化
を
望
む
も
の
で
す
。

ん
が
こ
の
２
年
間
、
精
一
杯

取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

　

今
の
メ
ン
バ
ー
で
の
編
集

は
今
回
で
最
後
に
な
り
ま
す

が
、
新
し
い
広
報
委
員
に
も

頑
張
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
を
愛
読
し
て

頂
い
た
住
民
の
皆
様
へ
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。　

　　　　　　　　工事請負契約の変更について
※小値賀小中学校校舎建設工事の請負契約金額「８億 2247 万 8650 円」

を「８億 3119 万 9950 円」に改める。

　　　　　　　平成 24 年度一般会計補正予算（第５号）
　　　　5180 万円を減額し、予算総額を 33 億 2191 万円に！

《歳入補正》　　　　　　　　　　　　  《歳出補正》

国庫支出金　　9020 万 8000 円　　　農林水産業費　　　  300 万円　

繰入金　　1 億 2929 万 2000 円　　　教育費　　   5151 万 5000 円減額

町債　　　　　  ２億 7130 万円減額　予備費　　　  328 万 5000 円減額

３月 16日から 3月 23日まで各地区へ

唐見崎地区の出前議会

笛吹地区の出前議会

皆
さ
ん
に
は
、
今
ま
で
の
積

み
重
ね
を
、
今
後
に
活
か
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。　
　
　
　
　

表土がむきだしになっている
野崎島東側



　

皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
町
づ

く
り
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー

ト
が
回
っ
て
き
た
と
思
い
ま

す
が
、
執
行
部
で
は
、
そ
れ

ら
を
参
考
に
し
て
具
体
的
な

10
カ
年
総
合
計
画
を
策
定
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

機
関
競
争
主
義
の
観
点
か

ら
、
議
会
で
も
独
自
に
総
合

計
画
を
作
っ
て
み
よ
う
と
思

い
ま
す
。

　

議
会
で
は
現
在
、
人
口

３
５
０
０
人
を
目
標
に
小
値

賀
の
活
性
化
策
を
検
討
す
る

た
め
に
、
政
策
研
究
会
を
実

施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
研
究
会
の
協
議
を
も

と
に
議
会
独
自
の
総
合
計
画

づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　

合
議
体
と
し
て
の
議
会
の

特
徴
を
活
か
し
て
、
住
民
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
10
年
後
の

小
値
賀
像
を
構
想
し
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

自
分
た
ち
の
地
域
の
将
来

で
す
。
時
間
も
か
か
り
、
労

力
も
か
な
り
必
要
で
す
が
、

自
分
た
ち
で
苦
労
し
て
作
る

意
味
は
大
き
い
と
考
え
ま

す
。
本
当
の
意
味
で
住
民
参

加
と
い
う
自
治
の
基
本
を
実

現
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

　
　

募　

集

　

議
員
と
一
緒
に
最
初
の
段

階
か
ら
総
合
計
画
づ
く
り
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
と
し
て

参
加
し
て
頂
け
ま
せ
ん
か
？

　

期
間
は
、
本
年
四
月
か
ら

十
月
ま
で
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。

　

賛
同
し
て
頂
く
方
や
詳
し

く
話
を
聞
き
た
い
方
は
、
議

会
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
直
接
議
員
へ
問
い

合
わ
せ
て
頂
い
て
も
結
構
で

す
。

　

な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

政
策
の
テ
ー
マ

　

こ
れ
ま
で
の
政
策
研
究
会

の
議
論
の
中
で
、
次
の
10
の

テ
ー
マ
を
ま
と
め
ま
し
た
。

一
、
第
一
次
産
業
の
振
興

二
、
今
ま
で
の
産
業
や
経
済

　
　

構
造
を
変
え
る

小値賀町議会だより第 83 号（14）

　
　

り
組
み

十
、
世
界
に
小
値
賀
ネ
ッ
ト

　
　

ワ
ー
ク
を
つ
く
る

　

班
割
と
人
数

　

こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
を
議
員

三
人
ず
つ
の
３
グ
ル
ー
プ
に

分
け
て
研
究
を
進
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

一
班
は
、
四
、七
、八
の
テ
ー

　
　
　
　

マ
を
担
当

二
班
は
、
一
、二
、三
の
テ
ー

　
　
　
　

マ
を
担
当

三
班
は
、
五
、六
、九
、十
の

　
　
　
　

テ
ー
マ
を
担
当

各
班
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員

に
五
～
七
人
参
加
し
て
頂
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

　

執
行
機
関
か
ら
の
総
合
計

画
と
議
会
か
ら
の
総
合
計
画

案
が
競き

そ

う
形
に
な
り
ま
す

が
、
最
終
的
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
良
い
点
を
活
か
し
、
よ

り
よ
い
計
画
づ
く
り
に
つ
な

が
る
も
の
と
確
信
し
ま
す
。

ご
参
加
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

私たちのまちの１０カ年総合計画づくりに議会と一緒に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　挑戦してみませんか？

小値賀町議会だより第 83 号（15）

 ボランティア委員を募集

小値賀小中学校合同校舎落成！

　

３
月
４
日
、

完
成
が
待
た
れ

て
い
た
小
値
賀

小
中
学
校
合
同

校
舎
の
落
成
式

が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

小
中
高
一
貫

教
育
が
提
案
さ

れ
て
以
来
、
学

校
間
の
先
生
方

の
移
動
が
容
易

三
、
魅
力
あ
る
職
場
へ
の
変

　
　

換
と
創
造

四
、
輸
送
手
段
の
問
題
点
と

　
　

島
で
あ
る
弱
み
を
克
服

　
　

す
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

五
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境

　
　

づ
く
り

六
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
若
者

　
　

が
住
み
や
す
い
住
宅
環

　
　

境
の
整
備

七
、
島
独
自
の
生
活
環
境
の

　
　

改
善
（
医
療
・
福
祉
）

八
、
高
齢
者
の
住
宅
環
境
を

　
　

整
え
る（
高
齢
者
対
策
）

九
、
ゴ
ミ
ゼ
ロ
・
自
前
エ
ネ

　
　

ル
ギ
ー
を
目
指
し
た
取

に
な
さ
れ
る
よ
う
校
舎
に
関

し
て
執
行
部
と
共
に
議
会
で

も
協
議
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
今
か
ら
10
年
ほ
ど
前

に
な
る
で
し
ょ
う
か
。

　

当
初
は
、
高
校
の
校
舎
に

接
続
さ
せ
て
小
中
学
校
校
舎

を
新
築
さ
せ
る
案
が
上
が
っ

て
い
ま
し
た
が
、
町
と
県
と

い
う
学
校
管
轄
の
問
題
や
グ

ラ
ウ
ン
ド
な
ど
の
問
題
に
よ

り
、
具
体
化
に
は
至
り
ま
せ

内装は木材を多く取り入れた平屋づくり
　　　　　　　庭 （表現の広場） を真ん中に四方に教室を配置

執
行
機
関
と
は
違
っ
た
角
度
か
ら
総
合
計
画
を
一

か
ら
作
り
、
比
較
検
討
し
て
よ
り
良
い
10
カ
年
計

画
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
関
心
の
あ
る
方
は
是

非
議
会
事
務
局
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
！

ん
で
し
た
。

　

そ
の
後
の
学
校
耐
震
化
の

検
討
の
中
で
、
現
在
の
場
所

に
小
中
学
校
合
同
校
舎
を
建

て
替
え
る
方
針
が
決
ま
り
、

具
体
的
な
作
業
に
入
っ
た
の

が
、
４
～
５
年
前
で
し
た
。

　

議
会
で
も
、
こ
の
間
、
全

国
の
先
進
的
な
校
舎
づ
く
り

を
研
究
す
る
中
で
、
よ
り
よ

い
学
校
づ
く
り
に
対
し
て
具

体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
す

る
こ
と
に
務
め
ま
し
た
。

　

お
仕お

し着
せ
の
よ
う
に
単
に

設
計
会
社
の
提
案
す
る
も
の

の
中
か
ら
選
択
し
て
決
め
る

の
で
は
な
く
、
将
来
を
見
越

し
た
上
で
の
小
値
賀
の
特
長

を
活
か
し
た
校
舎
づ
く
り
に

な
る
よ
う
当
時
の
町
長
と
も

よ
く
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

　

最
初
は
、
木
の
香
り
が
充

満
す
る
平
屋
の
総
木
造
づ
く

り
に
し
よ
う
と
各
方
面
へ
の

働
き
か
け
を
し
て
い
た
の
で

す
が
、
材
料
の
調
達
、
シ
ロ

ア
リ
対
策
の
問
題
な
ど
が
あ

り
、
最
終
的
に
は
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
一
部
木
造
づ
く

り
と
な
り
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
校
舎
は
、
建
築

面
積
約
１
１
２
１
坪
で
内
装

は
木
材
を
多
く
使
い
、
木
の

香
り
を
漂
わ
せ
て
い
ま
す
。

北
側
の
部
分
が
中
学
校
、
南

側
の
部
分
が
小
学
校
の
教
室

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
学
３
年
生
に
は
、
１
月

か
ら
の
３
学
期
間
だ
け
で
も

授
業
を
受
け
て
頂
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
工

期
が
大
幅
に
遅
れ
て
、
数
日

し
か
教
室
に
入
れ
な
か
っ
た

こ
と
は
誠
に
残
念
で
し
た
。

議
会
と
し
て
は
こ
の
こ
と
に

も
十
分
な
配
慮
を
求
め
て
い

た
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
実
現

出
来
な
か
っ
た
こ
と
は
申
し

訳
な
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

せ
め
て
卒
業
式
の
時
に
新

校
舎
を
バ
ッ
ク
に
記
念
写
真

を
と
考
え
て
、
卒
業
生
に
は

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
撮
影

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
表
紙

と
こ
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

　

少
し
で
も
思
い
出
に
残
り

ま
す
よ
う
に
！

新しい校舎の校門前で中学校卒業生と保護者の記念撮影

小値賀の未来の一端を担う気
き が い

概を見せる財団法人「担い手公社」の面々



　
　

   　

春
の
訪
れ
と
共
に

　
　
　

卒
業
式
の
シ
ー
ズ
ン

　
　
　

が
や
っ
て
来
ま
し
た
。

　
　
　

卒
業
生
の
数
も
毎
年

　
　
　

の
よ
う
に
少
な
く
な

　
　
　

っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

ま
た
、
出
生
児
の
数

も
少
数
で
す
。

　

４
月
に
は
25
名
の
高
校
の

卒
業
生
が
就
職
・
専
門
学

校
・
大
学
へ
と
夢
を
膨
ら
ま

せ
巣
立
っ
て
行
き
ま
す
。

　

平
成
25
年
４
月
か
ら
は
新

校
舎
で
始
ま
る
町
立
小
中
学

校
の
入
学
式
が
楽
し
み
で
す
。

　

「
一
年
生
の
子
ど
も
た
ち

は
校
舎
の
空
間
の
広
さ
に

び
っ
く
り
し
て
迷
子
に
な
る

の
で
は
？
」
と
い
う
事
を
想

像
し
な
が
ら
私
は
最
後
の
編

集
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
２
年
間
議
会
だ
よ
り

編
集
に
携
わ
っ
て
き
て
、
言

葉
、
わ
ず
か
な
文
章
で
も
お

ろ
そ
か
に
出
来
な
い
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。
何
度
も
吟
味

し
書
き
直
し
を
す
る
作
業
の

中
で
、
よ
り
深
く
本
質
を
知

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
。
感
謝
！

　
　
　
　
　
　
　

土
川
重
佳

小値賀町議会だより第 83 号（16）

議会の「取扱説明書」３

編 集 後 記

①
予
算
を
制
定
す
る
こ
と
。

②
決
算
を
認
定
す
る
こ
と
。

③
条
例
を
制
定
し
、
改
廃
す

　

る
こ
と
。

④
条
例
を
審
議
し
、
議
決
す

　

る
こ
と
。

⑤
検
閲
検
査
を
す
る
こ
と
。

⑥
監
査
を
請
求
す
る
こ
と
。

⑦
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
。

⑧
調
査
権
を
行
使
す
る
こ
と
。

⑨
同
意
・
承
認
す
る
こ
と
。

⑩
諮
問
に
答
え
る
こ
と
。

⑪
請
願
及
び
陳
情
書
を
受
理

　

す
る
こ
と
。

　
　
　
　
　

・
・
・
な
ど
。

　

議
員
の
仕
事

　

議
会
の
仕
事
を
進
め
る
た

め
に
、
議
員
は
常
日
頃
か
ら

ど
の
よ
う
な
オ
シ
ゴ
ト
を
し

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
政
策
提
言
」

　

条
例
の
提
案
な
ど
議
員
の

立
場
か
ら
行
政
を
改
善
し
た

り
、
一
般
質
問
な
ど
で
政
策

提
言
を
具
体
的
に
行
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
常
日

頃
か
ら
先
進
地
自
治
体
議
会

の
動
向
や
行
政
の
政
策
な
ど

情
報
収
集
に
努
め
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
各
種
研
修
会
や
シ

ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
な
ど
に
参
加

し
て
、
課
題
解
決
の
仕
方
や

新
し
い
制
度
な
ど
を
学
ん
で

い
ま
す
。

　

独
自
の
研
究
会
や
勉
強
会

を
開
き
な
が
ら
具
体
的
な
政

策
を
作
る
た
め
に
努
力
を
し

て
い
ま
す
。

　　
「
町
民
の
意
思
の
反
映

に
努
め
る
」

　

議
会
は
提
案
さ
れ
た
議
案

を
審
議
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

ど
の
よ
う
な
議
案
が
出
て
き

て
も
町
民
の
目
線
で
あ
ら
ゆ

る
角
度
か
ら
の
意
見
を
反
映

さ
せ
ら
れ
る
よ
う
、
よ
り
良

い
判
断
が
出
来
る
よ
う
日
常

的
な
オ
シ
ゴ
ト
が
必
要
で

す
。

　

一
部
の
組
織
団
体
や
地
域

の
代
表
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

町
民
全
体
の
代
表
と
し
て
、

議
員
活
動
を
行
う
の
で
す
。

　

議
員
は
町
民
の
代
表
な
の

で
、
町
民
に
対
し
て
自
身
の

活
動
を
報
告
し
、
議
案
へ
の

賛
否
や
議
決
に
至
る
プ
ロ
セ

ス
な
ど
を
説
明
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
町
民
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
、
町
内
の
問

題
点
が
ど
こ
に
あ
る
か
を
考

え
て
い
く
姿
勢
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

　

町
民
の
評
価
だ
け
で
な

く
、
議
員
自
身
の
目
標
設
定

《議員の・オ・シ・ゴ・ト》

　 決定機関
自治体としての
意思を決定する機関

　 執行機関
議会で議決されたこと
を実施する機関

議会

行政

や
評
価
の
公
表
も
重
要
で

す
。

　

法
律
な
ど
の
議
員
活
動
に

必
要
な
幅
広
い
知
識
と
、
そ

れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
て
力
を

養
う
こ
と
も
必
要
で
す
。

　

議
員
は
、
会
議
に
出
席
し

た
時
だ
け
、
仕
事
を
し
て
い

る
の
で
は
な
く
、
こ
う
し
た

議
員
活
動
と
い
う
見
え
な
い

オ
シ
ゴ
ト
を
通
し
て
、
町
民

の
意
思
を
町
政
に
反
映
し
、

町
民
の
負
託
に
応
え
る
努
力

を
し
て
い
る
の
で
す
。（
ホ

ン
ナ
コ
ツ
か
な
～
？
。
ホ
ン

ナ
コ
ツ
た
な
～
）

　
　

法
律
に
定
め
ら
れ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　

議
会
の
仕
事
や
権
能
と
は
？

《議会のしごと》

夜間に勉強会・新離島振興法に基づく基本方針研究


